
別紙 

全国平均値との差 

 国語 数学 

呉市教育振興基本計画〈指標〉 ＋５．０ ＋５．０ 

令和８年度 － － 

令和７年度 － － 

令和６年度 ＋８．９ ＋１９．５ 

令和５年度 ＋０．２ ＋１０．０ 

令和４年度 ＋５．０ ＋１４．６ 

全国学力・学習状況調査の結果分析と今後の取組               ◎･･･各学校 ◇･･･中学校区 

 
重
点
課
題 

◎表現技法を理解して使うことに課題がある。（設問 4（一））【（1）言葉の特徴や

使い方に関する事項】（正答率 33.3%） 

 

◇漢字や語句の意味や役割，表現技法などの言葉の特徴や使い方の基礎的な知識

が十分に定着していない。【設問 3（二）（正答率 44.4%）】【設問 4（一）（正答

率 33.3%）】 

 
改
善
の
方
策 

◎１つ１つの語句が持つ言葉の意味を自分で調べ，その語句の文章中における役

割について深く考え，説明し合う学習の場を設定する。 

 

◇AI 型デジタルドリル「キュビナ」を活用し，該当学年より前の学年にもどって 

 スパイラルに復習に取り組ませ，基礎的な知識の定着を図る。また，読書活動

を通して，文脈に即した語句の意味を捉えさせる。 

検
証 

◎全国学力調査問題（設問 4（一）） （第３学年 11月） 

 目標 第３学年 70％ →結果 第３学年 ％ 

◇全国学力調査問題（設問 4（一）） （第２学年 11月） 

 目標 第２学年 60％ →結果 第２学年 ％ 

 
重
点
課
題 

◎複数の集団のデータの分布の傾向を比較して読み取り，判断の理由を数学的

な表現を用いて説明することに課題がある。(設問 7(2))【データの活用】（正

答率 33.3%） 

◇判断の理由を数学的な表現を用いて説明【設問 7(2)（正答率 33.3%）】したり，

問題解決の方法を数学的に説明【設問 8(2)（正答率 33.3%）】したりするために

必要な既習の知識が十分定着していない。 

改
善
の
方
策 

◎四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味の理解を深め，複数の集団のデータの分

布の傾向を比較して読み取り，批判的に考察したり判断したことを説明したり

する学習を設定する。 

◇AI 型デジタルドリル「キュビナ」を活用し，該当学年より前の学年にもどって 

 スパイラルに復習に取り組ませ，基礎的な知識の定着を図る。 

検
証 

◎全国学力調査問題(設問 7(2)) （第３学年 12 月） 

目標 第３学年 60％   →結果 第３学年   ％ 

◇全国学力調査問題  （第３学年 12 月） 

目標 第３学年 80％  →結果 第３学年  ％ 
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全国学力・学習状況調査 
指導方法等の改善計画 

 

呉市立豊浜中学校 

（豊浜中学校区） 

【来年度に向けて】 

  

  

本校  67 ％ 
全国  58.1％ 

県  58 ％ 

数と式

図形

関数

データの

活用

数学全国平均
県平均
本校

本校  72 ％ 

全国  52.5％ 
県  52 ％ 


